
伯耆町
           平成２９年１月発行　ＮＯ，９

　(ふれあい祭り人気のしめ縄体験コーナーです。これでお正月の準備もできました。）

新年のごあいさつ 伯耆町農業委員会会長 車 睦宏

　明けましておめでとうございます。皆さま良き年を迎えられたこととお慶び申し上げます。

昨年は3月に熊本地震による大きな震災、九州、東北、北海道では台風による天災、水害が発生しました。

10月には鳥取県中部地区でも地震が発生しました。

死者はなかったものの大きな爪痕を残しました。被害に遭われた方の一日も早い復興をお祈りいたします。

　さて、本町の農業では水稲は8月までは天候にも恵まれ順調に生育しましたが、9月の長雨と日照不足が

影響し、圃場が軟らかく収穫時に悪戦苦闘、遅い品種の登熟不足で米質の低下がみられました。

が作況指数は102と平年並み以上の収穫となりました。園芸作物では台風や長雨の影響もありました。

　畜産に於いては長年の成果が実を結び、競り市ごとに高価更新が続き今後の畜産業に明るい兆しが見え

てきたのではないでしょうか。
　今年は改選の年になります。今回の改選は従来の改選方法と大きく変わります。

昨年4月1日に改正施行された農業委員会法の下、議会の同意を経て、町長の選任により決定されます。

また、今回から新しく農地利用最適化推進委員を農業委員会が選任することになります。

農業従事者の高齢化、後継者不足の進む中、町内では若い農業の担い手や新規就農者の方々が増える中、

新しい農業委員、農地利用最適化推進委員、担い手、新規就農者とタッグを組み、

先人が守り築いてこられた農地をしっかり守り、次の世代に引き継ぐために努力しなくては

ならないと自覚するところです。

終わりに、今年一年が皆様方にとって素晴らしい年になりますようご祈念し新年の挨拶とさせて

いただきます。

　農業委員会だより



平成2９年春季農作業労働標準賃金協定表

　春季農作業労働標準賃金を次のとおり定めました。

　これを目安として、お互いの話し合いにより取り決めを行ってください

農地パトロール（利用状況調査）を実施しました！！
　伯耆町農業委員会では、管内の農地の状況把握と農地法に基づく利用状況調査のため、
平成２８年８月２０日に農地パトロールを実施しました。このパトロールは農地の実態把握と

この調査は過去の調査で荒廃農地に区分された農地の利用状況
A分類 B分類

面積 15.3ha 26.6ha

筆数 174 232

【1ｈａの農地を保有している場合の全国平均額だと、1万円が1万8千円に増額されます。

（消費税込み）

　　※Ａ分類とは・・再生利用が可能な荒廃農地

　　　Ｂ分類とは・・再生利用が困難と見込まれる荒廃農地

平成29年度の固定資産税から増額される場合があります。

（実際の額は個々の農地によって異なります）】

遊休農地の解消を目的としています。２８年度の結果は以下のとおりです。

28年度調査結果

　みなさんのふるさとを守りましょう！！

を確認しています。

　　　　Ａ分類とされた農地は、所有者に農地の活用の意向を確認させていただきます
ご協力をお願いいたします。

荒らしたままにすると・・・

一般農作業 ８時間労働賄いなし

１０ａ当たり

１０ａ当たり

１０ａ当たり

１０ａ当たり
荒代 ４，６００円
植代 ５，２００円

荒植代同時 ７，４００円
荒代 ５，１００円
植代 ５，８００円

荒植代同時 ８，４００円

６，３００円 ５，６００円 １０ａ当たり

７，２００円 ６，４００円 １０ａ当たり

１０ａ当たり

１０ａ当たり

１時間当たり

１ｍ当たり

６，２００円

６，９００円

溝口地域
(中間農業)

岸本地域
(平地農業)

整備畑

未整備畑

整備田

未整備田

側条施肥

牧草刈り ３，８００円

１，８００円

　　　５４円

畦畔草刈

畦付け

１０ａ当たり

未整備田 １０ａ当たり

機械田植

５００円加算

耕うん

６，６００円

７，２００円

６，６００円

７，２００円

代かき

整備田

整備田

未整備田

摘要

６，９００円

作業名

男女共



　コーナー　　「　頑張る農家さん　」

「将来性のある農業」に魅力を感じ独立！今後は品質向上を目指し奮闘中！！

澤田　達也さん（三部）

　自動車整備士として就職しましたが、退職しレンタルビデオ店でアルバイト
をしていましたが、30歳を前にこのままではダメだと感じて就職活動を始めました。
しかし、自分がやりたいと思う仕事がなく色々考えた結果、将来性を感じて
農業を選びました。その後、町内の農業法人「リサールベルデ」で3年間研修し、
終了後は父の元で1年間学び昨年独立を果たしました。

　○今後の経営予定
　　　・春　　：　ネギ作付　　約１０ａ　　
　　　・夏秋　：　ピーマン作付約１０ａ　
　　　・秋冬　：　ネギ作付　　約４０ａ　　

　○家族構成５人家族
　　　・本　人　農業（35歳独身、パートナー募集中！！）　
　　　・　父　　農業
　　　・　母　　主婦
　　　・　兄　　会社員
　　　・　妹　　家事手伝い

　○趣　味
　　　・ボルタリング
ちょっと豆知識
ボルタリングとはフリークライミングの一種で
シューズとチョークで岩や石を登るスポーツ

　○目　標
　　　・ネギ栽培の規模拡大
　　　・品質向上と安定供給

農業に魅力を感じる澤田さん。取材の日も白ネギ栽培に情熱を注いでおられました。
澤田さんのこれからの活躍が楽しみです。

　（さわだ たつや）



老後の備え！安心できる公的年金は農業者年金です

　農業者年金は少子高齢化時代に強い積立方式で生涯にわたってもらえる公的年金です。
税制面の優遇措置や農業の担い手には特別な支援（保険料の国庫補助）があります。

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
町民の皆さん農家の皆さん、身近な情報や紙面へのご意見ご感想などがありましたら
伯耆町農業委員会事務局までお寄せください。

○広報委員　委員長　堀尾　祐史　　　　　委員　車 　睦宏、小西 憲昭、井上 祥一郎、亀山 英登
　　　　 野坂 賢一、池口 眞介、勝部 晴美、宮崎 美知子
　　　　連絡先　62 - 0715（溝口分庁舎　農業委員会事務局）

問い合わせご相談は農業委員会またはＪＡまで。

編集後記


